
床衝撃音レベル測定実験にかかわる実験結果報告
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UR清瀬実験棟にて

• ■ 株式会社 ルネス研究所
• ■ 三和建設 株式会社
• ■ 株式会社 ダイフク
• ■ 株式会社 エス・アイ・ビジネスソリューション



遮音性能実験 測定要領 ①

■「床衝撃音レベル」の測定方法

・測定は、下記JIS基準を参考とし、床を加振した時に直下居室で発生する衝撃音レベルを測定すること
により実施しました。
＜参考＞

・“JIS A 1418-1「建築物の床衝撃音遮断性能の測定方法-第一部：標準軽量衝撃源による方法」”
・“JIS A 1418-2「建築物の床衝撃音遮断性能の測定方法-第一部：標準重量衝撃源による方法」”

・測定周波数は、中心周波数で『31.5Hz～4000Hｚの１オクターブバンド』、AP （ALLPASS）及びA特性と
しています。

・加振点と受音点は、後項；P21に示す、加振点、受振点共に５点としました。

・直下居室における“受音高さ”は、床上１.2ｍの高さとしています。

・加振機は、『重量床衝撃音発生機器(バンクマシン）』（P22参照）および『軽量床衝撃音発生機器（タッピ
ングマシン）』（P23参照）を用いました。

・測定機器は、『周波数分析機能付き騒音計（RION-NL-22）』（P24参照）を用いました。
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測定結果（実験結果）の報告

UR清瀬実験棟での、ニューシンカ工法による床衝撃音対策改善実験における実験結果に関
しましては、下記にてご報告させていただきます。また、実験結果詳細に関しましては別途
「ニューシンカ工法による床衝撃音対策改善実験報告書」にてご報告とさせて頂きます。

・中心周波数（Hz）と、床衝撃音レベル（dB）の相関グラフは下記結果となりました。

・中心周波数（Hz）と、床衝撃音レベル（dB）から、LH（重
量衝撃音レベル）・LL（軽量衝撃音レベル）を算出しまし
た結果、下記となりました。

【LH（重量衝撃音レベル）】

原状（畳状態・裸スラブ状態） ・・・ LH-60

シンカ床（実験①～③） ・・・ LH-55
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【LL（軽量衝撃音レベル）】

シンカ床（実験③） ・・・ LL-55



UR清瀬実験棟での、ニューシンカ工法による床衝撃音対策改善実験は、下記要領により実施いたしました。
※事項（P16～P22に詳細図添付）

遮音性能実験 測定要領 ②

符号説明 ×　；　実施しない
○　；　ルネス研究所・（三和建設・SIB）スタッフにて実施
◎　；　大分大学にて実験実施

特徴 重量衝撃音 軽量衝撃音

① 畳状態 × ○ ○

② 裸スラブ状態 × ○ ○

① ビーム受（端部のみ） ○ ○ ○

② 端部ビーム受＋中央シール ○ ○ ○

③ 端部ビーム受＋中央部遮音マット・シール ○ ◎ ◎

④ 端部ビーム受＋中央部遮音マット・シール＋GW充填 × ◎ ◎

　　　上記にて好結果が得られなかった場合のみ実施　↓

端部ビーム受＋中央部遮音マット・シール＋フローリング
下遮音シート敷

○ ◎ ◎

原状実験

シンカ実験

高遮音実験

検査/実験内容
施工出来型

歩行感検査
遮音実験

実施
今回の遮音性能実験実施項目

“原状実験”を実施しました
後、“シンカ実験①～③”を
実施いたしました。

“シンカ実験③”にて、重量
衝撃音実験結果に好結果が
でたことにより、“シンカ実験
④”および“高遮音実験”は
省略いたしております。

軽量衝撃音実験に関しまし
ては、実験③に関しましての
み実施しました。
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UR清瀬実験棟での、ニューシンカ工法による床衝撃音対策改善実験は、下記要領により実施いたしました。

ニューシンカ床遮音性能実験 (原状実験①：畳の状態）

【 原状実験① （畳状態） 】

A A

計画

A-A断面

実施
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畳状態 畳原状実験状況

現況に手を加えることなく、
重量衝撃音測定を実施。

原状実験①（畳状態）では、
LH－60の数値結果が出ま
した。



UR清瀬実験棟での、ニューシンカ工法による床衝撃音対策改善実験は、下記要領により実施いたしました。

ニューシンカ床遮音性能実験 （原状実験②：裸スラブ状態）

【 原状実験② （裸スラブ状態） 】

計画

A-A断面

実施
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裸スラブ状態 裸スラブ原状実験状況

A A

畳および木下地を解体撤去し、躯
体（スラブ）状態にて重量衝撃音測
定を実施。

原状実験②（裸スラブ状態）で
は、LH－60の数値結果が出ま
した。



ニューシンカ床遮音性能実験 （シンカ床実験①）

A A

B B

A-A断面

B-B断面

計画 実施Σビームを端部2支点のみで受け床下
地組を行い、合板・フローリングで仕上
た床にて重量衝撃音測定を実施。

UR清瀬実験棟での、ニューシンカ工法による床衝撃音対策改善実験は、下記要領により実施いたしました。

【 ニューシンカ実験① 】

Σビーム敷設状態 ニューシンカ実験①状況

ニューシンカ実験①では、LH
－55の数値結果が出ました。

★ビーム受（端部のみ）★
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ニューシンカ床遮音性能実験 （シンカ床実験②）

A A

B B

A-A断面

B-B断面

計画 実施Σビームを端部2支点で受け中央部に
振動抑制シリコンシーリングを行い、合
板・フローリングで仕上た床にて重量衝
撃音測定を実施。

UR清瀬実験棟での、ニューシンカ工法による床衝撃音対策改善実験は、下記要領により実施いたしました。

【 ニューシンカ実験② 】

Σビーム敷設・中央部
シーリング状態 ニューシンカ実験②状況

ニューシンカ実験②では、LH
－55の数値結果が出ました。

★端部ビーム受＋
中央シール★
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ニューシンカ床遮音性能実験 （シンカ床実験③）

A A

B B

A-A断面

B-B断面

計画 実施Σビームを端部2支点で受け中央部に
遮音マット敷設の上、振動抑制シリコン
シーリングを行い、合板・フローリングで
仕上た床にて重量衝撃音測定を実施。

UR清瀬実験棟での、ニューシンカ工法による床衝撃音対策改善実験は、下記要領により実施いたしました。

【 ニューシンカ実験③ 】

Σビーム敷設・中央部遮音
マット・シーリング状態 ニューシンカ実験③状況

ニューシンカ実験③では、LH
－55の数値結果が出ました。

★端部ビーム受＋
中央部遮音マット・シール★
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ニューシンカ床遮音性能実験 （シンカ床実験③）

A A

B B

A-A断面

B-B断面

計画 実施Σビームを端部2支点で受け中央部に
遮音マット敷設の上、振動抑制シリコン
シーリングを行い、合板・フローリングで
仕上た床にて軽量衝撃音測定を実施。

UR清瀬実験棟での、ニューシンカ工法による床衝撃音対策改善実験は、下記要領により実施いたしました。

【 ニューシンカ実験③ 】

Σビーム敷設・中央部遮音
マット・シーリング状態 ニューシンカ実験③状況

ニューシンカ実験③では、LL
－55の数値結果が出ました。

★端部ビーム受＋
中央部遮音マット・シール★
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ニューシンカ床遮音性能実験 （シンカ床実験④・高遮音実験）

A A

B B

A-A断面

B-B断面

計画

実施

上記２実験に関しましては、今回は実施しておりません。

UR清瀬実験棟での、ニューシンカ工法による床衝撃音対策改善実験は、下記要領により実施する予定
でしたが、ニューシンカ床実験③で好結果が得られましたので、実施していません。

【 ニューシンカ実験④ 】
★端部ビーム受＋中央部遮音
マット・シール＋GW充填★

A-A断面

B-B断面

【 高遮音実験 】
★端部ビーム受＋中央部遮音
マット・シール＋フローリング下
遮音シート敷★
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測定方法（加振点・測定点）

加振室

受音室

“重量/軽量床衝撃音レベル測定”にあ
たり、506号室の下図 5ヶ所（△印）にて
加振を行い、直下階の406号室の下図
5ヶ所（○印）にて、計測を実施しました。
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原状実験①（畳状態）時 原状実験②（裸スラブ状態）時
ニューシンカ実験①～③時

受音測定点（406号室）打撃加振点（506号室）

加振状況 受音（計測）状況



測定使用機器（加振機器・受音機器）

加振機器として、重量床衝撃音発生機器「バンクマシン」と,軽量床衝撃音発生
機器「タッピングマシン」を使いました。
受音機器として、周波数分析機能付きの騒音計（RION－NL-22)を使いました。

測定機器系統図
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軽量衝撃源
（タッピングマシン）

（バングマシン）


